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頭蓋骨の三次元表面形態の異常をカラーマップとして視覚化する医療機器の開発

近年、Ｘ線断層撮影
（CT）画像が顎顔面頭
蓋形態の計測方法とし
て用いられつつあるが、
そこから点と点の距離
を抽出し標準範囲と比
較するところに留まっ
ている。これを背景に、
我々は三次元を三次元
のまま計測するメッシ
ュフィッティング法を開発した。
これによって患者の三次元顎顔面硬組
織形態を客観的・視覚的に評価すること
が可能となる。例えば診断において、本
方法で得られる相同モデルと標準範囲の
データと照らし合わせることで、右図の
ように差が±１s.d.以上となるような差の大きい異常な
部分が分かりやすく表示されている。手術では、診断で
異常を認めた部位を正常範囲まで移動させればよい。
しかし、これを汎用化する上で、メッシュフィッティ
ング法を行う上で重要な解剖学的特徴点（ランドマー
ク）の手動入力の煩雑さがボトルネックとなっている。
本プロジェクトは日本ユニシス・エクセリューションズ
株式会社（UEL）と共同研究で機械学習によってこの問
題を解決して、医療機器の開発を目指すものである。
ランドマーク自動抽出が可能となれば、右図のように
標準範囲のデータと合わせて「頭の形・顔の形の客観的
評価システム」として販売可能であると期待している。

・共同研究　日本ユニシス・エクセリューションズ株式会社（UEL）
・特許出願　特願2019-163518（2019/9/9出願）
・対象　矯正歯科治療患者/睡眠関連疾患/内分泌系疾患/形成外科的疾患
・市場性　標準範囲のデータと合わせて「頭の形・顔の形の客観的評価システム」として販売可能
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